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【公表番号】特表2017-517593(P2017-517593A)
【公表日】平成29年6月29日(2017.6.29)
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【出願番号】特願2016-562510(P2016-562510)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  65/28     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 163/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   65/28     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月10日(2018.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高分子量ポリエーテルポリマーの製造方法であって、
　（ｉ）少なくとも１つの橋頭窒素原子を有する窒素含有触媒、
　（ｉｉ）ジエポキシド化合物、及び
　（ｉｉｉ）フェノール環の酸素原子に対してオルト位に、少なくとも１５ダルトンの原
子量の原子又は基を有する、ヒンダード多価フェノール化合物を含む成分を反応させる工
程を含み、
　前記ポリエーテルポリマーが、（ａ）少なくとも２５重量％のアリール又はヘテロアリ
ール基を含み、かつ、（ｂ）結合した状態のビスフェノールＡ、ビスフェノールＦ、ビス
フェノールＳ、ビスフェノールＳのエストロゲン活性以上の活性を有する多価フェノール
、及びそれらのエポキシドを実質的に不含有である、方法。
【請求項２】
　前記フェノール化合物が下記式（ＩＩＩ）を有し、

【化１】

　式中、
　各Ｒ１が、独立して、少なくとも１５ダルトンの原子量を有する原子又は基であり、少
なくとも１つのＲ１又はＲ２基が、フェノール環の酸素原子に対してオルト位にあり、
　ｖは独立して０～４であり、ｗは４であり、
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　Ｒ２が、存在する場合、二価の基であり、
　ｎが０又は１であり、ただし、ｎが０である場合、式（ＩＩＩ）に示されるフェニレン
基は、任意に結合して縮合環系を形成することができ、この場合、ｗは３であり、各ｖが
独立して、０～３であり、
　ｔが０又は１であり、
　２つ又はそれ以上のＲ１及び／又はＲ２基が、結合して１つ又は２つ以上の環式基を形
成することができる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記触媒のｐｋａが少なくとも９である、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記触媒が、多環アミジン系触媒、又はアザビシクロアルカン、又はこれらの混合物を
含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記触媒が、１，５，７－トリアザビシクロ（４．４．０）デカ－５－エン、７－メチ
ル－１，５，７－トリアザビシクロ（４．４．０）デカ－５－エン、１，８－ジアザビシ
クロ［５．４．０］ウンデカ－７－エン、１，５－ジアザビシクロ［４．３．０］ノナ－
５－エン、１－アザビシクロ［２．２．２］オクタン、及び類似の化合物からなる群から
選択される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記触媒が、総ポリマー重量に基づき、０．０１～１重量％の量で存在する、請求項１
～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記反応が、１２０～２００℃の温度において２４時間未満で実施される、請求項１～
６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ポリエーテルポリマーが、少なくとも４５重量％のフェニレン基を含み、少なくと
も６０℃のガラス転移温度を有する、請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記フェノール化合物が、式（ＩＩＩ）のフェノールを含み、式中、ｔ及びｎがそれぞ
れ１であり、Ｒ２が８個以上の炭素原子を有する有機基である、請求項２～８のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記フェノール化合物が、式（ＩＩＩ）のフェノールを含み、式（ＩＩＩ）のフェノー
ルが、６００ダルトン未満の原子量を有し、前記ポリエーテルポリマーの少なくとも３０
重量％を構成する、請求項２～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ジエポキシド化合物が非遺伝毒性であり、－３未満のＭＣＦ－７細胞増殖アッセイ
における対数相対増殖効果値を呈する二価フェノールに由来する、請求項１～１０のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　高分子量ポリエーテルポリマーの製造方法であって、
　（ｉ）フェノール環の酸素原子に対してオルト位に、少なくとも１５ダルトンの原子量
を有する原子又は基を有する、ヒンダード多価フェノール化合物、
　（ｉｉ）ハロヒドリン、及び
　（ｉｉｉ）苛性アルカリ、を含む成分を反応させる工程を含み、
　前記ポリエーテルポリマーが、（ａ）少なくとも２５重量％のアリール又はヘテロアリ
ール基を含み、かつ、（ｂ）結合した状態のビスフェノールＡ、ビスフェノールＦ、ビス
フェノールＳ、ビスフェノールＳのエストロゲン活性以上の活性を有する多価フェノール
、及びそれらのエポキシドを実質的に不含有である、方法。
【請求項１３】
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　前記ヒンダード多価フェノール化合物が、下記式（ＩＩＩ）を有し、
【化２】

　式中、
　各Ｒ１が、独立して、少なくとも１５ダルトンの原子量を有する原子又は基であり、少
なくとも１つのＲ１又はＲ２基が、フェノール環の酸素原子に対してオルト位にあり、
　ｖは独立して０～４であり、ｗは４であり、
　Ｒ２が、存在する場合、二価の基であり、
　ｎが０又は１であり、ただし、ｎが０である場合、式（ＩＩＩ）に示されるフェニレン
基は、任意に結合して縮合環系を形成することができ、この場合、ｗは３であり、各ｖが
独立して、０～３であり、
　ｔが０又は１であり、かつ
　２つ又はそれ以上のＲ１及び／又はＲ２基が、結合して１つ又はそれ以上の環式基を形
成することができる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　少なくとも１つの橋頭窒素原子を有する窒素含有触媒の存在下で、前記ポリエーテルポ
リマーを、フェノール環の酸素原子に対してオルト位に、少なくとも１５ダルトンの原子
量を有する原子又は基を有する、ヒンダード多価フェノール化合物と反応させる更なる工
程を含む、請求項１２または１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　その内側表面に、請求項１～１４のいずれか一項に記載のポリエーテルポリマーから作
られるコーティングを含む、食品又は飲料包装用容器。
【請求項１６】
　前記ポリエーテルポリマーが、４，４’－（プロパン－２，２－ジイル）ビス（２，６
－ジブロモフェノール）のエストロゲン活性を超える活性を有する、結合した状態の多価
フェノール、又はそれらのエポキシドを完全に不含有である、請求項１５に記載の食品又
は飲料包装用容器。
【請求項１７】
　前記フェノール化合物が、式（ＩＩＩ）のフェノールを含み、式中、ｔが１であり、式
（ＩＩＩ）にそれぞれ示されるヒドロキシル基が、Ｒ２に対してオルト位に位置する、請
求項２～１２及び１３～１６のいずれか一項に記載の方法。
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